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ＥＵ、ロシア産原油禁輸巡り合意できず　首脳会議前に再協議へ

［ブリュッセル　２９日　ロイター］ - 欧州連合（ＥＵ）は２９日、ロシア産原油の禁輸を巡り

加盟国の合意がまとまらず、３０─３１日の首脳会議を前に中欧諸国によるパイプライン経由で

の原油輸入について進展を目指す。当局者らが明らかにした。

ただ、あるＥＵ外交官は、３０日午後からの首脳会議までに合意するには「あまりに多くの詳細

を詰める」必要があるとの見方を示した。

原油禁輸は対ロ制裁第６弾の一環で、制裁案にはズベルバンクを国際送金・決済システムのＳＷ

ＩＦＴ（国際銀行間通信協会）から排除する措置なども含まれる。

ロシア産原油の禁輸は自国経済に打撃になると主張するハンガリーの反対により、制裁案全体の

実施が妨げられている。スロバキアとチェコも同様の懸念を示している。

欧州委員会は、タンカーでの輸入のみを制裁の対象とし、中欧３カ国が代替調達先を用意する

間、パイプライン経由で輸入を継続できるようにする案を提示した。

当局者によると、ハンガリーはこの案を支持しているものの、２９日の協議はパイプラインの能

力拡張やロシア産原油に対応した製油所設備をブレント用に切り替えるための資金支援を巡り行

き詰まった。

各国は３０日午前にこの問題などについて再び協議を行うという。
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クラスターテクノロジー、植物由来でエンプラの代替材

クラスターテクノロジーは、代表的なエンジニアリングプラスチック（エンプラ）の一つ、ポリアセタール樹脂の代わりとなるバ

イオマス素材を開発した。ヒマシ油から作ったポリアミドに竹炭を加えることで、ほぼ完全な植物由来ながら耐摩耗性を高めた。

ギアやベアリングなど円滑な動きが必要な部品に向いているという。

新素材の名称は「PasCom（パスコン）」。同社によれば、高機能のエンプラに対するバイオマスの代替素材は珍しい。樹脂の強

度を高める場合は鉱物やガラスを加えるのが一般的だが、竹を燃やした後にできる炭に着目した。一般社団法人の日本有機資源協

会（東京・中央）からバイオマス度95%以上という認定を得ている。

ポリアセタールは耐摩耗性に優れており、金属の代替としてギアやベアリングのほか、ドアのハンドル、衣料のジッパーなどに数

多く使われている。それに比べてパスコンは同等の強さを持つだけでなく、水を吸ったときの寸法変化が約半分で、重さも18%軽

い。価格は1キログラムあたり5000円前後と、ポリアセタールの10倍近い。

クラスターテクノロジーは高機能の樹脂複合材を開発・生産しており、これまでは石油系の樹脂だけを扱ってきた。だが今後は石

油系の使用を減らす動きが強まるとみており、並行してバイオマスの複合材を開発する。パスコンについても、耐摩耗性をさらに

高める改良を進める。
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資材高騰／日建経／会員同士の共同購入後押し

　資材価格高騰などを受け、日本建設業経営協会（日建経、中村信吾会長）が会員企業同士の共同購入を

後押しする。日建経を調整役に共同購入を希望する資材などの抽出や会員同士のマッチングに努める。共

同調達で１回当たりの仕入れ量を増やすことで販売店と価格交渉しやすくなると分析。単体購入よりもコ

スト削減を見込めると見て共同購入への参加機運を高めていく。

　２６日に東京都内で開いた定時総会後の幹部会見で、中村会長は「状況に合わせた素早い購買の工夫が

必要になる」と強調。資材などのコスト上昇分が適切に工事費に転嫁されることに期待感を示すと同時

に、受注者側の対応として「共同購入を本格検討したい」と表明した＝写真。

　共同購入などを研究する日建経会員の担当者によると、鉄筋工事用の鋼製スペーサーをコロナ禍以前か

ら現在まで会員８社で共同購入し、コスト削減につなげている実績があるという。今後は共同購入に参加

する会員や対象資材などの拡大を視野に入れている。


